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問 

各
支
所
に
支
所
長
権
限

で
決
裁
で
き
る
と
し
て
５

０
０
万
円
の
予
算
が
毎
年

計
上
さ
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
え
、

支
所
長
は
こ
の
予
算
に
ど

れ
く
ら
い
の
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答 

管
内
の
公
共
施
設
の
維

持
管
理
上
、
緊
急
事
態
や
、

住
民
の
安
全
性
の
確
保
が

必
要
な
場
合
の
応
急
修
繕

を
対
象
使
途
と
し
て
、
１

件
１
０
０
万
円
以
内
の
運

用
と
し
て
い
る
。

問 

ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
の
今

日
ま
で
の
経
済
効
果
は
。

答 

平
成
20
年
調
査
時
が
４

億
円
、
平
成
22
年
12
億
円

と
の
結
果
で
現
在
に
至
る

ま
で
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

問 

今
後
ど
ん
な
施
策
で
本

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

答 

本
市
独
自
の
料
理
で
市

外
観
光
客
を
誘
客
し
他
の

観
光
施
設
の
魅
力
も
含
め

情
報
発
信
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

問 

地
域
農
業
に
お
け
る
食

料
自
給
率
の
向
上
に
向
け

た
取
組
の
一
手
は
。
市
長
の

見
解
は
。

答 

食
料
安
全
保
障
の
視
点

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

お
り
、
国
に
お
い
て
関
連

施
策
の
強
化
を
打
ち
出
し

始
め
て
い
る
。
津
山
市
と

し
て
も
、
独
自
の
施
策
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
戦

略
作
物
で
あ
る
小
麦
に
つ

い
て
は
、
10
年
に
わ
た
る

取
組
に
よ
り
県
内
有
数
の

産
地
と
な
っ
て
き
た
。
パ
ン

用
小
麦
で
も
あ
る
「
せ
と

き
ら
ら
」
に
限
れ
ば
、
ほ

ぼ
津
山
産
で
あ
る
。
一
層
の

周
知
や
消
費
喚
起
の
観
点

か
ら
、
津
山
産
小
麦
を
扱

う
圏
域
の
ベ
ー
カ
リ
ー
を

集
め
た
イ
ベ
ン
ト
が
令
和

５
年
２
月
５
日
の
開
催
に

向
け
て
準
備
を
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
組
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
自
給

率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

も
実
施
中
の
第
５
次
津
山

男
女
共
同
参
画
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ン
の
案
は
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
配
慮
や

表
現
の
自
由
の
観
点
な
ど

か
ら
不
適
切
な
面
が
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答 

す
べ
て
の
人
が
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
人
権
を
尊
重

し
責
任
を
分
か
ち
あ
い
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
実
現
を
目
指
す
プ

ラ
ン
で
、
多
様
な
性
の
あ

り
方
へ
の
配
慮
を
排
除
す

る
つ
も
り
も
表
現
の
自
由

を
脅
か
す
意
図
も
な
い
。

問 

津
山
市
男
女
共
同
参
画

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
構

成
委
員
の
中
に
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
当
事
者
は
い

る
の
か
。

答 

把
握
し
て
い
な
い
。

問 

プ
ラ
ン
内
で
明
文
化
さ

れ
て
い
る
有
害
図
書
及
び

広
告
物
等
の
社
会
浄
化
を

行
っ
た
事
実
は
あ
る
の
か
。

答 

把
握
で
き
て
い
な
い
。

ツヤマノチカラ
安東伸昭

津山市の食料安全保障
への取組

ツヤマノチカラ
三浦ひらく

津山男女共同参画
さんさんプランの適正化を

松本義隆

津山市活性化
のための施策は

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

男
女
共
同
参
画

食
料
自
給
率
向
上

予
算

津
山
市
活
性
化

パン用小麦「せときらら」の刈り取りの様子

農業の担い手を確保するためには

問 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
着
弾

後
、
何
十
分
か
後
に
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
警
報
か
。

答 

国
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

問 

島
根
原
発
で
の
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
、
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
は
。

答 

岡
山
県
と
島
根
県
の
間

で
広
域
避
難
に
関
す
る
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、

島
根
県
と
津
山
市
の
間
で

協
定
は
締
結
し
て
い
な
い
。

問 

本
来
の
農
業
政
策
は
生

産
現
場
に
職
員
が
出
向
き
、

農
業
者
、
現
場
の
声
を
も
っ

と
聞
く
べ
き
で
は
。

答 

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
行

政
に
と
っ
て
大
変
重
要
。

問 

農
業
の
担
い
手
確
保
実

現
の
た
め
の
考
え
は
。

答 

農
業
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
に
は
意
欲
あ
る

多
様
な
若
者
を
農
業
に
呼

び
込
み
、
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

問 

一
般
市
民
は
谷
口
市
長

の
コ
ロ
ナ
対
策
を
待
ち
続

け
て
き
た
が
、
消
毒
液
や

現
金
給
付
が
一
度
も
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
一
般
市
民

へ
の
対
策
は
な
い
と
理
解

す
れ
ば
よ
い
か
。

答 

感
染
症
や
物
価
高
騰
対

策
は
国
や
県
の
各
種
対
策

で
手
当
の
及
ば
な
か
っ
た
住

民
、
事
業
者
の
方
に
対
し

て
様
々
な
分
野
で
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

や
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
臨
時
交
付

金
総
額
の
37
億
３
，
０
０

０
万
円
の
う
ち
全
体
の
約

６
割
に
当
た
る
22
億
５
，

０
０
０
万
円
を
経
済
対
策

を
合
わ
せ
た
住
民
生
活
支

援
に
配
分
し
て
お
り
、
財

源
や
時
間
的
猶
予
な
ど
の

制
約
の
中
、
最
大
限
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後

も
感
染
症
や
物
価
高
騰
の

住
民
生
活
へ
の
影
響
を
見

極
め
な
が
ら
適
切
に
必
要

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問 

「
昨
年
２
月
の
市
長
選

挙
で
政
治
的
対
立
関
係
と

な
っ
た
職
員
労
働
組
合
と

は
、
面
と
向
か
っ
て
交
渉
で

き
な
い
」
と
の
理
由
で
市

長
が
賃
金
確
定
交
渉
に
出

席
し
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
。

答 

今
回
の
賃
金
確
定
交
渉

は
、
副
市
長
に
交
渉
の
全

権
を
委
任
し
て
お
り
、
私

（
市
長
）
自
身
は
出
席
し
て

い
な
い
。

問 

組
合
交
渉
に
出
席
し
な

か
っ
た
の
は「
選
挙
が
理
由
」

は
本
当
か
。

答 
私
と
職
員
労
働
組
合
は

政
治
的
に
相
対
す
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の

賃
金
確
定
交
渉
に
つ
い
て

は
、
出
席
を
控
え
た
も
の

で
あ
る
。

問 

１
年
に一
度
の
交
渉
に
市

長
出
席
せ
ず
と
は
、
慣
例

を
無
視
し
て
市
長
の
職
責

を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

答 

最
終
的
な
判
断
は
市
長

で
あ
る
私
が
行
っ
て
お
り
、

職
責
の
放
棄
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
高
齢
者
施
設

◆
不
登
校
最
多

市民が第一
政岡大介

コロナ対策、
一般市民への対策は

日本共産党津山市議団
中村聖二郎

賃金確定交渉に出席
しなかったのはなぜか

市民が第一
村田隆男

農業者生産現場で
声を聞くべきでは

危
機
管
理

農
業

政
治
姿
勢

何事もグラデーション。
真のジェンダー平等への入り口は
男か女かの二択ではない。

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。

政
治
姿
勢

経済効果を上げている「ホルモンうどん」


